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 Introduction

1 貼付剤の種類は様々である

・皮膚に適用する医薬品は，皮膚の局所作用と全身作用を目的としたものに
分類される。
・局所に作用する貼付剤は，消炎鎮痛薬が代表的でパップ剤とテープ剤が
ある。
・また全身に作用する貼付剤として経皮吸収型製剤があり，約40年の間に
20品目を超える製剤が開発されてきた。

2 皮膚を透過して効く製剤

・製剤に含有されている薬剤が角層を介して分布し，表皮から真皮へと移
行し，さらに血中に移行する。
・経皮吸収型製剤は，他の剤形よりもなだらかな血中濃度推移を示す。

3 製剤と皮膚の関係

・経皮吸収型製剤の開発コンセプトには，主成分を一定時間保持し，放出
調節膜で放出を制御するしくみの開発のほか，粘着力も強力にすること
がある。
・経皮吸収型製剤の開発には，他の剤形の薬剤と同様にかなりの歳月を要
している。
・素晴らしい製剤が世に出ても，皮膚への粘着性や患者の貼付時の使用感
は無視できない。
・生体（皮膚）側においては，皮膚障害をはじめとした多くの問題が生じや
すい。

© 日本医事新報社 2023  著作権法上での例外を除き、無断複製・転載は禁じられています。



3

4 貼付部位による効果の違い

・一般成人では，皮膚表面のpHは4.5～6.0と弱酸性を示すが，加齢など
により皮脂が欠乏した皮膚では，pHが上昇する。
・また，人体は胸，上腕，背中周辺の角層水分量が最も高く，へそ，腰，
さらに下肢に向かって角層水分量は低下していく。
・これらのことから，貼付剤をどこに貼付しても同じ効果が得られるとは
考えにくく，全身作用を期待した貼付剤を貼付する場合は，胸，上腕，
背中が望ましい部位と考えられる。

伝えたいこと…
貼付する皮膚の状態が乾燥しているか，潤っているか，傷があるかなど
によって，貼付剤の有効成分の吸収率や効果に大きな影響をもたらすこ
とがあるということ，また，貼付剤の貼付で皮膚に物理的・化学的刺激
を与えることになるため，皮膚にダメージを与える可能性があるという
ことを知っておくことが必要である。

© 日本医事新報社 2023  著作権法上での例外を除き、無断複製・転載は禁じられています。



4

1 貼付剤の特性と分類

（1）はじめに
貼付剤は，局所に作用するものと，全身作用を目的としたものに分類さ

れる。全身性に作用を示す貼付剤が開発される以前は，貼付剤といえば湿
布薬であった。湿布薬は，現在でも冷湿布，温湿布として広く使用されて
いる。現在使用されている湿潤タイプの湿布は，パップ剤といい，わが国
独自の製剤である。パップは，オランダ語を語源とし，病人に用いるパン
がゆや，泥状や半液状を意味する。泥湿布は，一部整骨院などで使用され
ることもあるが，1970年代以降から現在のフィルムを剝がして貼る形が
一般的になっている。

（2）局所作用型貼付剤─消炎鎮痛薬
局所作用を目的とした貼付剤の代表的なものは消炎鎮痛薬であり，大き

く第1世代と第2世代に分類される。
第1世代は，消炎鎮痛薬としてサリチル酸メチルやインドメタシンを使
用したもので，冷感タイプと温感タイプがある。冷感タイプは成分にl－
メントールを含有し，温感タイプはトウガラシエキスを含有する。l－メ
ントールは冷たいと感じさせ，トウガラシエキスは温かいと感じさせるも
のである。これらは，皮膚深部の温度は変化させないが，皮膚表面の温度
が2～3℃変化するとの報告がある1）。サロンパスⓇなど，OTC（over the 

counter）医薬品として広く普及している。
第2世代は，消炎鎮痛作用を目的とした非ステロイド性消炎鎮痛

薬（non-steroidal anti-inflammatory drugs：NSAIDs）の製剤である。
NSAIDsを経皮吸収型製剤として貼付する利点は，薬物が消化管を通過す
ることなく，局所や全身の血液に移行するので，経口の場合に発生しやす
い胃腸障害を軽減できる点がある。NSAIDsのひとつであるフルルビプロ
フェンの貼付剤を貼付すると，炎症組織の薬物濃度が血中濃度より高く，
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経口時とほぼ同等であると報告 2）されている。またロキソプロフェンナト

リウムは，体内のカルボニル還元酵素で分解され，作用を発揮できるプロ
ドラッグである。医療用医薬品および一般用医薬品として経口薬で頻用さ
れている。皮下組織にもカルボニル還元酵素があることにより，皮膚から
の吸収後，患部へ直接効果を発揮する局所効果が認められるため，貼付剤
としても製品化されている。これら貼付剤にはパップ剤とテープ剤があ
り，使用感や貼付部位に応じて使用されている。

（3）消炎鎮痛作用以外の局所作用を目的とした貼付剤
①局所麻酔薬（リドカインテープ）
リドカインテープは，透析療法における穿刺時に生じる痛みの軽減を目

的とした貼付剤である。静脈に注射針を留置する場合には，処置前30分
にテープ剤を貼付することで効果が得られるとされている。しかし，ほ
とんどの透析患者は乾燥皮膚を呈しており，筆者らの臨床研究において，
30分前の貼付では効果を示さないこと，さらに，皮膚には水分処置をす
るなどの工夫が必要であることが明らかになった3）。また，透析療法は，
長期間にわたることがほとんどであるために，繰り返し貼付することによ
る皮膚障害も発現しやすい。そのために，貼付剤を使用する際は，皮膚刺
激を意識して貼る位置をずらしたり，保湿剤などで皮膚のケアをする必要
がある。

②副腎皮質ステロイド（ODT）貼付剤
本剤は， 湿疹や皮膚炎に対する密封療法（occlusive dressing tech-
nique：ODT）に使用されるテープ剤である。長期間，広範囲の使用は，副
腎皮質ステロイドの全身投与と同じような症状が現れる可能性があるため
に，注意が必要である。
③抗菌薬貼付剤（ソフラチュールⓇ貼付剤：フラジオマイシン硫酸塩）
抗菌薬のフラジオマイシンを含有する貼付剤である。主に火傷，手術時

の傷の感染に使用する。副腎皮質ステロイド貼付剤と同様に，長期間の使
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